
④「浜田開府400年」の他の
地図と切り替えられる。

※ 浜田開府400年 ▼ (左下）

をタップすると５種類の地図

に切り替えられます。

GPS機能と連動した

「浜田開府４００年マップ」
浜田高等学校 歴史・社研部

使い方（スマートフォン android※２の場合）

機能紹介

②現在の地図と切り替えら
れる。

※ ⇄ Use Standard Map,

⇄ Use Illustrated Map

(右下）をタップすると切り替

わります。

①現在の場所が古地図上
でわかる。

※スマホ，ＰＣの「位置情報」を

ONにしておいてください。

※地図の範囲に入ると，青い●

の現在地が表示されます。

２０１９年の浜田開府４００年に向けて，浜田高校歴史･社研部では，位置情報機能のあるスマ
ートフォンやタブレットパソコン上で，江戸時代の絵図や明治以降の古い地図と，現在の位置とを
照らしあわせることができるweb(ウェブ)地図「浜田開府４００年マップ」※１を作成しました。
街歩きをしながら，浜田の４００年間の地理や歴史に興味を持ってもらえることを願っています。

検索バーに「ストローリー」
または「Stroly」と入力

→「Stroly」を選択 →表示される地図の中から
「浜田開府400年」の地図（５
種類※３）のどれかを選ぶ。

③赤いピンの場所の説明や
写真が表示される。

※現在の地図でも同じように

表示されます。

→起動！！

お願い
●始める時は，天候や周囲の状況などをよく確認してください。
●スマートフォンを操作するときは，周囲の安全を確認した上で，立ち止まって操作してください。
●移動するときは顔を上げ，周りの人や物など，周囲の状況をよく確認してから移動してください。
●市民の皆さんが楽しく，長く使えるように安全に気をつけてご使用ください。

※１ この地図は，Stroly（ストローリー）社のホームページ「Stroly-α（ストローリー・アルファ）」上で作動します。ホームページ閲覧は無

料ですが，通常のインターネット接続の通信料がかかります｡

※２ iPhone（ｱｲﾌｫﾝ）の場合は「safari」などの検索サイトから，またパソコンの場合はGoogleやyahoo!などの検索サイトから起動さ

せてください，机上のパソコンでも地図の表示や切り替えなどの機能は使えますが，位置情報（現在地）は表示されません。

※３ 使用した地図は浜田市教育委員会提供の古地図（浜田城下町絵図（江戸前期），浜田城下町絵図（江戸後期)，浜田城下町鳥瞰絵図

（江戸後期)，浜田町鳥瞰図（昭和１０年代））と，国土地理院承認の地形図（二万分の一地形図（明治30年代））の計５種類です。



使用した絵図・地図の紹介

⑤浜田町鳥瞰図（昭和１０年代）
「大正の広重（ひろしげ）」と呼ばれ，
全国各地の3000カ所以上の観光地図を
描いた吉田初三郎による浜田の観光地
図。日本海上空から浜田市街地を見下
ろしたように描かれた鳥瞰図。今は無
い競馬場や学校，銀行，海水浴場など
があり，見ているだけで楽しい。

④二万分の一地形図 浜田（明治３０年代）
浜田の最初の近代的な地図。陸軍によって全国の主要

都市のみ作られた二万分の一地形図。1898(明治31)年に
広島から今の浜田一中・浜田高校がある場所に移ってき
た歩兵第二十一連隊が描かれている。1921(大正10)年に
開業した浜田駅はまだ無い｡急速に近代化した明治時代の
浜田の様子を知ることができる。

②浜田城下町絵図（江戸時代後期）
江戸時代後半の1809(文化６)年～1836(天保７)年頃，後期松

平周防守家時代の城下町絵図。川や街路の形は現在の地図に近
い。外ノ浦の位置が城の真北に描かれていてそれ以前の城下町
絵図と違う。浜田城の形がハッキリ描かれている｡浜田は，幕
末～明治時代に長州藩に支配された時期があったが，その時期
の長州藩でもこの絵図が使われていた｡

③浜田城下町鳥瞰絵図（江戸時代後期）
鳥の目で見たように描かれた浜田城下町の鳥

瞰図（ちょうかんず）。1836（天保７）年頃，
民間の絵師によって描かれたもの。三階山上空
あたりから城下町を見下ろしたように描かれて
いる。城の部分は雲がかかっているが，通りを
歩く人々や，日本海を行き来する帆船の姿が小
さく描かれている。

①浜田城下町絵図（江戸時代前期）
江戸時代前半の1686(貞享３)年以前の浜田城と浜田城下町を

描いた絵図。古田家のあと浜田城主をつとめた松平周防守家（す
おうのかみけ）時代に描かれたもの。図のほぼ中央に浜田城と
当時の内堀がある。江戸時代を通じて浜田藩ではこの形が城下
町の絵図として使われ続けた｡とくにこの図は日本海に「北前
外海」と描かれているのが全国的にも珍しい。「北前船」の語
源は諸説あるが，「北前船」＝「日本海を行き来する船」とい
う説を裏づける貴重な一枚。
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